
静岡地本長が常葉大で防災講義
発
対
応
の
体
験
を
踏
ま
え
て
、「
災
害
へ
の
備
え
や
危
機
管
理
は
、
常
に
問
題
認
識
を
持
つ
こ
と
」
と

も
の
。
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
幹
部
自
衛
官
が
、
我
が
国
の
防
衛
や
災
害
へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て

次
に
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
総
監
部
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
の
岳
本
宏
太
郎
１
等
海
佐
が
、

こ
の
講
義
は
、
同
大
学
社
会
環
境
学
部
に
お
い
て
自
然
環
境
や
防
災
に
関
す
る
知
識
を
深
め
、
将

続
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
第
３
４
普
通
科
連
隊
（
御
殿
場
市
）
重
迫
中
隊
長
の
山
下
重
慶
１
等
陸
尉

学
生
か
ら
は
「
自
衛
隊
の
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
は
じ
め
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
こ
と
を
改
め
て

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
は
２
月
５
日
（
水
）、
常
葉
大
学
草
薙
キ
ャ

宮
川
地
本
長
は
、
自
衛
隊
の
任
務
や
災
害
派
遣
の
仕
組
み
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
救

最
後
に
、
静
岡
地
本
募
集
課
長
・
山
本
健
太
郎
２
等
陸
佐
が
「
４
年
間
で
身
に
着
け
た
危
機
管
理

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
大
学
を
は
じ
め
教
育
機
関
と
の
関
係
を
密
に
図
り
、
自
衛
隊
の
災
害
対
応

丁
寧
に
説
明
し
た
。

い
県
で
も
目
の
前
に
広
が
る
海
岸
線
全
て
が
災
害
救
援
の
拠
点
と
な
る
」
と
、
海
自
の
オ
ー
ル
ラ
ン

来
公
務
員
・
教
員
・
企
業
人
と
な
っ
て
社
会
貢
献
を
目
指
す
学
生
１
１
１
人
に
対
し
て
実
施
さ
れ
た

や
車
両
を
紹
介
。
学
生
た
ち
も
災
害
時
に
役
立
つ
「
止
血
法
」
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
「
も
や
い
結
び
」

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て
勉
学
に
励
み
た
い
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
映
像
を
見
て
、
自
衛
隊
の
イ

ン
パ
ス
（
静
岡
市
）
に
お
い
て
「
防
災
行
政
論
」
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
た
。

難
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
自
身
の
経
験
や
、
東
日
本
大
震
災
時
に
隊
長
と
し
て
行
っ
た
人
命
救
助
や
原

衛
隊
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
常
に
流
れ
て
い
る
募
集
動
画
を
使
用
し
、
一
般
人
が
誤
解
し
て
い
る
自
衛

ド
性
に
つ
い
て
講
義
し
た
。

な
ど
を
実
際
に
体
験
し
、
自
衛
隊
の
災
害
対
応
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
。

啓
発
し
た
。

メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」
と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

隊
員
の
真
の
姿
や
日
々
の
生
活
を
学
生
に
伝
え
た
ほ
か
、
学
生
の
疑
問
に
も
そ
の
場
で
答
え
た
。

の
知
識
を
、
ぜ
ひ
自
衛
官
と
な
っ
て
活
か
し
て
ほ
し
い
」
と
、
自
衛
官
の
採
用
に
つ
い
て
説
明
。
自

記
憶
に
新
し
い
台
風
１
９
号
の
災
害
対
応
に
つ
い
て
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
、「
海
自
は
、
基
地
が
な

が
、
県
内
の
災
害
対
応
計
画
を
説
明
し
た
ほ
か
、
屋
外
に
お
い
て
災
害
派
遣
で
使
用
さ
れ
る
装
備
品

を
積
極
的
に
紹
介
し
、
学
生
た
ち
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
く
。

知
り
、
将
来
の
職
業
と
し
て
の
魅
力
を
強
く
感
じ
た
」「
今
回
学
ん
だ
『
防
災
行
政
論
』
を
通
じ
て
、

広報官もステージ上でディスカッション

宮
川
本
部
長
は
講
話
で
、
自
衛
隊
の
任
務
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
り
、
国
防
、

深
め
て
も
ら
お
う
と
南
関
東
防
衛
局
（
横
浜
市
）
が
主
催
し
、
浜
松
市
の
後
援
で
実

ま
た
、
来
場
者
か
ら
、
自
衛
官
候
補
生
の
採
用
年
齢
引
上
げ
に
つ
い
て
「
入
隊
年

彩
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
す
る
若
手
自
衛
官
た
ち
」
を
支
援
し
た
。

っ
て
い
る
人
々
を
助
け
る
国
際
貢
献
で
あ
る
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
。
昨
今
、
女
性
戦

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
採
用
広
報
活
動
に
加
え
、
部
隊
や
自
治
体
と
協
力
し
、
自

本
地
震
の
際
に
広
報
係
と
し
て
現
場
に
派
遣
さ
れ
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
救
援
活
動
に

航
空
自
衛
隊
中
部
航
空
音
楽
隊
（
浜
松
市
）
の
演
奏
も
あ
り
、
幅
広
い
年
代
の
県
民

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
お
い
て
優
位
だ
と
思
う
の
で
、
心
配
せ
ず
に
入
隊
し
て
ほ

た
。

施
さ
れ
た
も
の
。
今
回
は
宮
川
本
部
長
が
講
演
し
た
ほ
か
、
若
手
自
衛
官
の
出
演
や

の
で
は
」
と
の
質
問
が
あ
り
、
宮
川
本
部
長
は
「
体
力
に
つ
い
て
は
段
階
的
に
訓
練

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
自
衛
隊
の
活
動
や
自
衛
官
の
普
段
の
生
活
に
つ
い
て
理
解
を

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
各
種
施
策
の
推
進
に
よ
り
、
女
性
隊
員
の
活
躍
が
ま

雷
を
除
去
す
る
「
掃
海
」
と
い
う
海
上
自
衛
隊
の
中
で
も
特
に
慎
重
な
作
業
が
要
求

（
土
）、
浜
松
市
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
第
３
８
回
防
衛
セ
ミ
ナ
ー　

多

が
来
場
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
若
手
自
衛
官
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
静
岡
地
本

ト
や
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
な
ど
の
特
色
を
生
か
し
た
美
し
い
音
色
で
音

す
る
の
で
全
く
問
題
な
い
。
む
し
ろ
社
会
経
験
豊
富
な
こ
と
が
人
間
関
係
構
築
を
は

す
ま
す
進
ん
で
い
る
こ
と
を
熱
く
紹
介
し
た
。

普
段
か
ら
市
民
生
活
を
守
る
防
災
教
育
や
災
害
派
遣
活
動
な
ど
、
そ
し
て
世
界
で
困

さ
れ
る
仕
事
を
紹
介
し
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
使
命
感
や
や
り
が
い
を
伝
え

の
星
香
織
３
等
陸
尉
と
井
上
龍
司
２
等
海
曹
も
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
。
星
３
尉
は
、
熊

楽
の
魅
力
を
存
分
に
伝
え
、
集
ま
っ
た
人
々
の
心
を
魅
了
し
て
い
た
。

し
い
」
と
語
っ
た
。

齢
が
高
い
と
、
若
い
年
齢
で
入
隊
す
る
人
よ
り
も
訓
練
や
任
務
へ
の
適
応
が
難
し
い

闘
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
誕
生
や
、
潜
水
艦
で
の
女
性
乗
組
員
の
訓
練
開
始
な
ど
、
ワ
ー

セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
は
、
中
部
航
空
音
楽
隊
の
メ
ン
バ
ー
が
登
場
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ

従
事
す
る
隊
員
の
姿
を
記
録
・
発
信
し
た
経
験
を
紹
介
。
井
上
２
曹
は
、
海
中
の
機

衛
官
と
市
民
と
の
懸
け
橋
と
な
る
よ
う
積
極
的
に
活
動
し
て
い
く
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
、
２
月
１
日

浜松で防衛セミナー開催


